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石 澤 淳 好 先生 ご 略 歴
石　澤　淳　好
昭和22年８月28日生
本籍地　　山形県
現住所　　宮城県仙台市青葉区川平４丁目26－22
学　　　　　歴
昭和45年３月31日　　東北学院大学法学部法律学科卒業　
昭和50年４月１日　　東北学院大学大学院法学研究科修士課程入学
昭和52年３月31日　　　　　　　　 同　　　　　　　 課程修了
昭和52年３月31日　　東北学院大学より法学修士の学位を受ける
職　　　　　歴
昭和46年４月１日　　学校法人宮城学院（昭和50年４月迄）
昭和53年４月１日　　仙台大学講師（昭和55年３月迄）
昭和55年４月１日　　東北薬科大学講師
昭和63年４月１日　　東北薬科大学助教授
平成15年４月１日　　東北薬科大学教授（平成24年８月28日迄）
平成24年８月29日　　東北薬科大学特任教授
平成25年３月31日　　東北薬科大学特任教授満了退職
平成25年３月31日　　東北薬科大学名誉教授
研　究　業　績
著　　書
昭和58年４月　　国政論（油川昭夫編）
ダイシーの『法の支配』観念
ダイシー理論の再検討
平成17年　　　　財政法の基本課題（共著）
平成19年　　　　教育と財政（共著） 日本財政法学会　啓文堂, 35-55.
平成21年４月　　헌법제89조와입법자와사（共著）
Korea Legislation Research Institute 日本財政法学会301-321
平成23年５月　　一般法学第５版（油川昭夫編著）世界書院 151-194, 315-
319, 321-332.　法の解釈
論　　文
昭和52年３月　　「法の支配」原理の憲法学的考察に関する研究序説
東北学院大学大学院（修士論文）
昭和52年３月　　現代における「法の支配」観念についての研究序説（１）
東北薬科大学研究年報27号
昭和58年３月　　牧会活動と信教の自由（未公刊）
昭和63年３月　　現代における「法の支配」観念についての研究序説（２）
東北薬科大学研究年報34 一般教育関係論集１
平成１年３月　　現代における「法の支配」観念についての研究序説（３完）
東北薬科大学一般教育関係論集２
平成２年３月　　スコットランドにおける「法の支配」観念について
東北薬科大学一般教育関係論集３
平成３年３月　　「法の支配」原理の歴史的検討 I R. フッカーの「法の
支配」観念（１）
東北薬科大学一般教育関係論集４
平成４年３月　　「法の支配」原理の歴史的検討 II J. ロックの「法の支配」
観念（１）
東北薬科大学一般教育関係論集５
平成５年３月　　A. V. ダイシーのフランス行政法観念について　
東北薬科大学一般教育関係論集６
平成６年３月　　薬事法の性格についての一考察
東北薬科大学一般教育関係論集７
平成７年３月　　反射的利益論と薬事法
東北薬科大学一般教育関係論集８
平成９年３月　　薬事法から見たソリブジン事件の一側面
東北薬科大学一般教育関係論集９
平成７年３月　　反射的利益論と薬事法
東北薬科大学一般教育関係論集８
平成10年　　　　改正された薬剤師法（第25条の２）と薬剤師業務
医薬品相互作用研究22巻１号
平成10年３月　　憲法と薬事関係法規の交錯（１）
東北薬科大学一般教育関係論集１１
平成11年３月　　憲法と薬事関係法規の交錯（２完）
東北薬科大学一般教育関係論集12
平成12年３月　　薬事法第１条の注意の一側面
東北薬科大学一般教育関係論集13
平成13年３月　　薬事関係法規の基礎構造の一考察－薬剤師の「任務」に
ついて（１）
東北薬科大学一般教育関係論集14
平成13年　　　　転換期イギリスの「憲法改革」と「法の支配」原理
比較憲法学研究13
平成14年３月　　薬事関係法規の基礎構造の一考察―薬剤師の「任務」に
ついて（２完）
東北薬科大学一般教育関係論集15, 27-41.
平成15年３月　　薬剤師の「疑義権」の一側面－千葉地裁判 12.9.12 を契
機として－
東北薬科大学一般教育関係論集16, 47-68.
平成16年３月　　一般教育研究（１）第53回東北・北海道地区大学一般教
育研究会をめぐって
東北薬科大学一般教育関係論集17, 129-131.
平成16年３月　　薬局距離制限　訴訟判決と薬剤師の任務　－最判昭
50.4.30の一側面－
東北薬科大学一般教育関係論集17, 33-49.
平成17年３月　　医薬分業論の法的一側面
東北薬科大学一般教育関係論集18,１-24.
平成18年３月　　レファレンダムとダイシー（１）
東北薬科大学一般教育関係論集19, 65-77.
平成18年３月　　第55回東北・北海道地区大学一般教育研究会
東北薬科大学一般教育関係論集19, 119-122.
平成19年３月　　レファレンダムとダイシー（２）
東北薬科大学一般教育関係論集20, 83-99.
平成20年３月　　一般教育研究（４）
東北薬科大学一般教育関係論集21, 69-91.
平成21年３月　　「法の支配」論への１つの懐疑
東北薬科大学一般教育関係論集22, 47-70.
平成21年３月　　一般教育研究（５）
東北薬科大学一般教育関係論集22, 103-126.
平成22年３月　　薬剤師の疑義照会について－薬剤師第24条の射程－
東北薬科大学一般教育関係論集23, 61-77.
平成23年３月　　一般教育研究（７）
東北薬科大学一般教育関係論集24, 129-130, 148-152.
平成23年８月　　憲法の分類に関する一考察　－硬性憲法と軟性憲法－
青森法政論叢17, 1-9.
翻　　訳
平成８年３月　　ドゥウォーキンとダイシー　－統合としての「法の支配」－
T.R.S. アラン著
東北薬科大学一般教育関係論集９
加　入　学　会
日本公法学会会員
比較憲法学会会員
比較法学会会員
日本財政法学会会員
日米法学会会員
フランス行政法研究会会員
梧陰文庫研究会会員
東北法学会会員
東北アメリカ学会会員
日本自治学会会員
東北経済法研究会会員
社会における活動
元多賀城市行政改革推進員会　会長
元多賀城市個人情報保護審査会　会長代理
元多賀城市情報公開審査会　会長代理
「贈る言葉」
棚　橋　浩太郎
私が石澤さんに初めて会ったのは1980年３月である。私は斎藤偵四郎先
生のお世話で、留辺蘂高校の教員から東北薬科大学に勤めることになり、
東北薬科大学の氏家事務局長から共に説明を受けたときのことであった。
その帰りに喫茶店に入り話しあったが、私から見ると石澤さんは（今とは
違って）ずいぶん紳士で物静かに見えたものだ。
最初の年は私が北校舎の２階に、その真上の３階に石澤さんの部屋があ
り、この２部屋で共通の電話を使っていた。東北薬科大学の電話回線が少
ないのでこうなったと説明されたが、石澤さんに電話が来るたび私は３階
まで階段を昇って連絡する羽目になった。その逆もあるが、（思いこみか
もしれないが）私にはほとんど電話は来ないので、連絡用のブザーをつけ
てもらったのは有り難かった。しかし、ブザーで返事がないとやはり３階
まで昇って確かめねばならなかった。
最初の年、私は週に１コマ、石澤さんは２コマの授業、論文は書ければ
よいが書けなくてもじっくり勉強すればよいと木皿教務部長から言われ
た。しかし２年もするとだんだん忙しくなり、石澤さんは学生部、サッカ
ー部の顧問、昆虫同好会など多くの仕事に忙しい日を送ることになった。
「東北薬科大学一般教育関係論集」の設立、発行に力を注ぎ、職員野球部
でも監督になり他大学との連絡を務められた。サッカー部の卒業生がよく
遊びに来ていて、結婚式にも招待されているが、多くの人から愛される存
在である。仕事の大半は自宅で夜中の２時３時までするとのことで私の生
活時間帯とはやや違っていたが、昼食をよく一緒に食べたのはよい思い出
である。また石澤さんが出張のときに買ってきた各地のお菓子を食べなが
ら、ひとしきり四方山話に花を咲かせるのは楽しいことで、大変感謝して
いる。
石澤さんの専門は「法の支配」をめぐる議論だが、石澤さん自身は「法
の支配」と「法律の支配」とは全然意味合いが違うと力説する。私には両
者の違いがわからないが、石澤さんは両者の違いを実践しているのかもし
れない。松山（武）、石井、佐藤（寿）、池田、前田、幕井、山崎、平間諸
先生に続いて、また、個性的で存在感がある人物が東北薬科大学を去るこ
とになり、とても残念である。願わくは体調に留意し、パイプもほどほど
にされて、お元気な姿をいつまでも見せて頂きたい。
「送別の辞」
山　下　　　剛
石澤さんとの出会いは、私が1983年４月に本学に採用されたときにさか
のぼる。石澤さんは本学での仕事が４年目に入ったところで、新任で心細
かった私には、頼り甲斐のある兄貴分に見えたものだ。それ以降30年間に
わたって親しく接してきた石澤さんの仕事ぶりと人となりを、手短かに述
べてみたい。
石澤さんのご専門は、あくまでも「法の支配」の観念をめぐる議論にあ
るが、関心は薬学方面にも及び、薬事法、薬剤師の業務についても多くの
論文を発表されている。
石澤さんが携わったものとして、「一般教育関係論集」の副編集委員長
そして編集委員長としての仕事を上げないわけにはいかない。人文・社会
科学から自然科学、体育学へ及ぶ様々な文章を取りまとめ、１冊の論集に
仕上げるまでには、目に見えない苦労もあったことだろう。そもそも一般
教育関係の担当者は決して多いとは言えず、特に専任教員が減り始めてか
らは、綱渡りの運営を余儀なくされてきたからである。ともかくも26号ま
で欠刊なく来られたのは、常連として健筆も揮われた石澤さんの力に負う
ところが非常に大きいのである。
こう書いてくると、石澤さんは真面目一方の堅物のように見えるかもし
れないが、断じてそうではない。ここで、石澤さんの人柄を窺わせる逸話
も紹介しておこう。
今のキャンパスに一新する大分前のことである。あるとき私が「ヨーロッ
パ中世のシャトーを思わせる瀟洒な中庭（と本学の広報冊子には紹介され
ていた）」へ足を踏み入れると、マイクで増幅された講義中の石澤さんの
声が、北講堂の全開になった窓から大音量でその「瀟洒な中庭」中に響き
渡っていた。そこでは、「アンチ巨人というのは、アンチ巨人という名の
巨人ファンである」という自説が展開されているところだった。後で本人
から聞いた話だが、講義の後でこのエサに食いついてきて、くやしそうに
本気で反論する学生がいたそうである。それを語るときの石澤さんの「し
てやったり」の表情は今でも忘れられない。それにしても、あのマイクの
音量は何だったのだろう。それに、あの屁理屈。
石澤さん、これからもどうぞお元気で。
